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北海道大学大型計算機センターのシステム
システム建 ･移行作業

成と

SYStemConfiguration′SYStemDevelopmentandConversionatthe

Hokkaido UniversitY Computing Center

学術研究をH的とした大学大聖壬計算機センタMは,近年,計算機の進歩,情報処

玉里の高度化とともに大きな変容を遂げつつある｡

北海道大学大型計算機センターも,昭和54年度に2度目の機種更新･レベルアッ

プを実施し,｢大彗】指十算機センターから大型学術情報処理センター+への変容の緒に

着いた｡

本論文では,疎結合マルチプロセリサンステムである新システムの結合■方式,ノ､

-ドゥェア構成と主なソフトウエアなどシステム偶成をホすとともに,システム棺

行の作業工程について特にプログラム格行,既設端末柏行の共体例を述べる｡

u 緒 言

北i毎道大学大/与指卜符機センターーは,学術研究を目的とした

計算機利用のための全国共同利用施設の一つであり,昭和54

年10月に2度目の機種更新･レベルアップに伴うシステムリプ

レースを行なった｡大学での学術研究を目的とした計算機利用

の特う朱性,二のシステムリプレースの際の需要予測,システム

仕様グ)決定については本号掲載の別の論文｢北i妊道大学大ナモ望計

算機センターーにおける学術情報処理とシステムレベルアップ

計画+を参照されたい｡本論丈では,大学大‾}門計算機センタ

ーの計算機システムの例として当センターのシステム構成､を

ホすととい二,システム建設と棺行作業の実施例を述べる｡

次の2章では,新システムの構成と幾つかの特徴的なカニに

ついて説明する｡3章では,システム移行の絶締,移行作業

やシステム建設の体制など,移行作業とシステム建設の全体

的な概略について述べる｡〕また4_輩では,椎行作業の｢トL､と

なった利用者,及びセンターの所有しているプログラムの不多

行と既設端末の格行などについて説日月する｡

囚 システム構成

昭和55年8月に完了した最終システム構成を図1に示す｡

システム仕様としてまとめられた特徴とLては,処理能■ノJC7)

向上はもちろん,ファイル利用を小心とした上端末からの能率

的な利用の促進,及び拭けラ,画イ象,漢ノ}:処理などの人出力の

多様化,更にはデ…タベース,大学間ネットワークなど新た

なサ【ビスへの対応などが挙げられる｡以下に上述Lた特徴

的な点について簡単にシステム構成を紹介する｡

CPU(CentralProcessing Unit:中央処理装置)は3セッ

トあり,それぞれが独自のOS(Operating System)で動作す

るLCMP(Loosely Coupled Multi-Processor:⊥凍結合マルチ

プロセッサ)システムである｡表=二これら3≠iのCPUの概

要と機能的分担を示す⊃OSはHITAC VOS3(Virtuaトstorage

Operating System3)であり,JSS4(Job Spooling Sub-

system4)と呼ぶサブシステムにより,システム資源は一元管

理され,利用者はCPUを意識することなくシステムを利用
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することができるようになっている｡

ファイルを中心に抑えた利J打方式の特徴として､(1)端末機

器かご〕のフつフィル編集･計算制御を中心とする処理の能率化,

(2)各種機器の人山力処理とジョブ処理の分離による能率化な

どがある｡表2にフ1フィル糸装置グ)一覧を示す｡磁気ディス

ク装置のうちでH-859520スピンドルは,3千言のCPUから

のJし川して他用する共絹ポリユーームであり,そのおおまかな

l勺訳は,利梢老用イ米存デMタセットに5スピンドル,利用者

用如期デMタセットに6スピンドル,ライブラリ用に1:乙ピ

ンドル,その他ワークデータセット,スプールデータセット,

システム用及び業務用に残り8スピンドルとなっている｡

MS S(′Mass Storage System:大谷量記憶システム)は,

HARC(HierarchicalStorage Archieve and Retrieve Con-

troller:階屑記低利御プログラム)と呼ばれる制御ソフトウエ

アにより,利用者川保存データセットの仮想ボリュームとL

て使われている｡,

端末としては,4章で述べるようにデ【タステー｢ションと

Lて専用同株を介して接続されるシステム,及び交枚担】線端

末システム穀1)がセンター外に設置されている｡

また,センター内にある端末機器のうちで利用者がTSS端末

として利用できるものは,業務用の入出力制御用で空いてい

る場合だけ利糊吋能なものも含めると,総計90台になる｡こ

のTS S端末機器の特徴的なノ∴りま,フルスクリーン機能をも

ち,画面単位で編集処理の可能なソフトウェアDESP(Dis-

playEditorforStructuredProgramming),あるし､はSYSOUT

編集機能※2)が催絹■吋能な端末H-9415 VDT(Video Data

Termi｡｡1)が多いこと,ラインプリンタ1ページずつ那)の出

ノJ検索用VDTか5fi,APL(A Programlning Language)

用キーボードをもつVDTが5台,タイプライタ端末が15台,

#

軒

※

これJ)の端末システムは,利用者側で設置するものである｡

とl_りJ検索ができる｡

ラインプリンタ1ページは132字×66行
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注:略語説明 仏P(】ntegrated Array Processor)
FEP(FrontEndProo9SSOr)
CPU(CentralProcessl咽Unit)
OCR(Optica=)haracter Reader)

図lシステム構成図 3台のCPUから構成される疎結合マルチプロセッサシステムとなっている｡

表I CPUの機能分担 それぞれのCPUに独立Lた機能をもたせること

ができる｡

CP〕

の種別
システム名 機種 機 能

A系 SYST
HlTAC

M--200H 主にTSS処王里を行なう｡

B系 SYSG
HITAC

M180 TSS,バッチ処理の一部と,システム全体の管∃哩を行なう｡

C系 SYSB
H=‾AC

M-200H
主にバッチ処王里を行なう｡

表2 ファイル系装置一覧 当センターには,3種のファイル系装置を

導入L,装置の特性に合わせて運用している｡

種 別 横寺重×台数 容量×ポリュ【ム数 備 考

ディスク装置

H･8595×10 317.5Mノヾイト×20

200M/ヾイト×12

固定ディスク,クロスコー

ル機能があり,ユーザー用,

スプール用など｡

H-8589×6

可搬ディスク,システムご

とにくくり付けでシステム

用に使われている｡

MSS

H-8523×l 99.4MバイトX350
ユーザー用保存データセッ
卜の仮想ディスクとLて倭
われる｡

H-8589×4 200M′ヾイト×4
MSS用ステージングデイス

クである｡

注:略語説明 MSS(Mass Stor∂9e System)
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ブラフイ､ソク端末が37≒Ht鼓されているノ.て-二などである｡

システム構成の紹介の終わりに,特殊入出ノJ機器の一望三を

表3にホす｡人山力の多様化に対処するため,同表中には主

にl司形･i由j傾･漢字処理の機器をホLた｡二のほかに,カー

トに代わる入力媒体とLてのフロlソヒーディスク,あるいは

初期入れとLての手書文乍読収り装道などもシステムに含ま

れている｡

田 システム建設･移行の概要

新システムの機種は,昭和54年2月にHITAC M-200Hを2

≠トとHITAC M-180(以‾tT,それぞれM-200H,M-180と略す｡)

に決定され,昭和54年10月にシステムリプレースを実施した｡

システム建設･移行は,他メーカー機種からのシステム移行

であること,新システム自体もM-180からM-200Hへの段階的

機種変更を含んでいたこと,機種更新と同時に建屋増築が認

められたことなど,非常に複雑なものとなった｡

図2にシステム移行と段階的に実施したシステム変更の経

締を示す｡4章以降で述べるように,既設端末システムの移

行作業,利用者の手持ちのプログラム,デ【タのコンバージ

ョン作業及び運用プログラムの開発などの作業を,現地北海

道大学大判計算機センタ【で実施するため,昭和54年7月下

もJにM-180を1デー設置した｡昭和54年9月末までは旧システム

で正式サービスを続行したが,二の2筒月余りの間は新旧両

システムをそれぞれ逆転稼動させ,M-180を移行作業用に催
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表3 特殊入出力機器 入出力の多様化に対応するたれ 図形･画像t漢字処理用の機器の充実を図った0

機 器 名 用 途 手套 続 方 式 基 本 性 能

3次元グラフィック オンライン オンライ ン ご.言二言言蒜話芸､㌶孟こぷ方式
ディスプレイ装置

)実字入出力装置

スキャナ装置

デジタイザ装置

大形×Yプロッタ装置

レーザプリンタ装置

図形処王里 (HITAC20)

紙テープ

輝度レベル(32レーくル)

ペンタッチによる文字盤指定入力方式

入力可能文字数(3,072文字)漢字コ ー

ド 入 力 オフライン

]滋気テープ

外字入力可能

8単位紙テープ出力

白黒,カラーの透過,反射濃度の測定

測定範囲(300mmX400mm)画 像

入力処‡里 オフライン

フロッピーディスク

サンプリングピッチ(25mm,50mm,100mm,200r¶m,500mm,l,000mm)

800,】′600′′′bpl磁気テープ出力)

読取り範囲=′220mmX9】5mm)

分解能(0.】m√¶)精度(十0.25mm)図 形

入力処王里

図形

オフライン

オンライン

オンライン

ピックアップ(フリーカーソル,スタイラスペン〉
アブソリュート座標値フロッピー出力

速度×Y方向(30nl′mirl)

ペンUPDOWN(25′s)

出力処理

図形,;実字

作図範囲(3.3DOmmX84lmm最大)

使用ペン(3色)

レーザビーム電子写異式
速度A4サイズで12枚/m】rl

出力処‡里 明朝体7′000文字収容

l文字の大きさ(4ポ,5ポ,6ポ･8ポ,10ポ▼12ポ･16ポ)

旧システム

HITAC

M-180

6Mバイト

昭和54年

=====弓>

HけAC

M-180

密結合

16Mバイト
HITAC

M-180

TSS

一般運用機器TSS
データステーシ]ン

川TAC

Mル180

6Mバイト
=三>

ローカルプロセッサ

システム名SYSL

グローバルプロセッサ

システム名SYSG

昭和55年

HITAC
M-180

6Mバイト

HITAC

M-200H

12Mバイト

パッチプロセッサ

システム名SYSB

TSS

グローバル

プロセッサ

システム名
SYSG

HITAC

M-180

8Mバイト

TSSプロセッサ

システム名SYST

一部運用機器
TSS データ

ステーション

==ミ〉

川TAC

M-柑0

6Mバイト

H什AC
M-200H

12Mバイト

パッチプロセッサ

システム名SYSB

グローバルプロセッサ

システム名SYSG

TSS

HITAC

M-200H

8Mバイト

TSSプロセッサ

システム名SYST

7月21日 (9月末)10月24日 (1
1 1

1 併設とバックアップ期間】 HITAC M-180×3

(第1期) l (第2期)

月8日) 5月19日
Il

王 ;HITACM】180×2＋川TACM‾200H

:(第3期)! (第4期)

月8

】Pリ
▼.MCAT

日

川

注:略語説明 TSS(Time Sharing System)

図2 システム移行とシステム変更 システム導入計画や建屋増築時期を合わせ,5期に分けてシステム移行を計画Lた0

用した｡また,lロンステムJ散上から新システム様三助までの間

のバックアソプマシンとLて使用Lた｡昭和54年12月末に建

屋増築部分が完成L,+仁月休みを利11一寸し人幅なシステム格動

を実施した｡,これはコンビュ【夕付帯設備+二幸,機器格設,

O Sバージョンアップなど♂)作業が主であった｡∴図3に三呪れ

のシステム設置状況を示す｡北海道大学大ブ郎十算機センターー

は4階建で延べ4,274m2で1百‖句IPに矢印でホす780m2が哨築さ

れた部分である｡ノ左本的には1ド皆がオ【プンバッチ処理,2ド皆

がTS S(Time Sharing System)処理のためのフロアとして

いる｡増築前は1階の倉唾部分,オープン入出力室の一部,

プログラム室などに,増築部分に置かれるべき機器の大部分

を仮設して使用した｡

システム建設･移行計担jは,上記システム変更と増築完成

を合わせ,図2に示す5期に分けて当初から計画した｡移行

作業は,第1期のlロンステムのある間に完了することを基本

方針とした｡また,運用ソフトウェアの開発などのシステム

0×1＋H

(第5期)

2×HOO2
】.MCAT

建設も,主要部分は節1期中に終了する必要があ/ノた｡この

ため,センターlノ+に14のプロジ_1クトナームを作り作業に当

たった｡以下にこの14(7)プロジェクトを四一ノのグループに分

けてプロジュクトの分担に一ついて概説する｡

(1)【l_Jシステムからの移行に関するもの

(a)利肝者移行,(b)ライブラリ移行,(C)1沈設端末移行の三

っのプロジェクトで,4章で作業内一存について述べる｡

(2)運用ソフトウェアの開発に関するもの

メMカー提供の標準ソフトウェアにセンター間有の運用を

可能とするためのオウンコーディング及び業務アプリケーシ

ョンなどのソフトウェアを開発する必要があり,その仕様検

討,作業分担などをシステム内情報プロジェクトが担当Lた｡

(3)システム設置･環境整備に関するもの

第1期の移行作業に使用されるM-180-一式は,利用者スペ

ースのプログラム主に設置した｡電i煉は商用電i原とし,空調

機も仮設した｡なお,電源･空調設備の増設分は建屋増築完
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ディスプレイ
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順室剛長共部
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2F

注:第3期に矢印部分の建屋完成となり,

革器野置も最終.の形となった｡
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保呂庫

プログラム宝
オープン

パンチ室

了の第3期まで仮設で対処した｡5期に分かれたシステム設

置と電源･空調設備などの環境整備には,次の三つのプロジ

ェクトが作業に当たった｡

(a)システム設置,(b)電源･空調設備,(C)スペースレイア

ウト

(4)新システムの新機能に関するもの

新システムが旧システムの同一ファミリーでなし一機種にな

つたこと,多種多様な入出力機器を新規に導入したことから,

センター職員が新しいものに慣れておく必要が生じ,特に,

(a)データベース,大学間ネットワーク,(b)TSS,(C)OCR

(OpticalCbaracter Reader:光学文字読取り装置),(d)図形･

画條,(e)運転管理,(f)センター内研修などのプロジェクトを

発足させた｡

上記の70ロジュクトのほかに負担金を検討するグループ,

各プロジェクト間の調整やメーカーとの打合せなどの窓口役

として推進グループも合わせて設置した｡

新システムの機種決定後,直ちに北海道大学大型計算機

センターと日立製作所の打合せ会議がもたれ,1箇月に1

回程度の割合でその後も継続実施している｡出席メンバー

はセンター側からはプロジェクトリーダが参加し,ハード

ウェア関係のほかに,ソフトウェア関係,移行関係Ⅰ(端末

移行),移行関係ⅠⅠ(ライブラリ移行,利用者移行,設備工

事),運用関係(オウンコーディング,業務アプリケーショ

ン)について工程管理表を作成し,打合せ会議でフォロー

した｡

システム建設･移行作業は,非常に複雑な作業であったが,

計算サービスが休止されたのは,全期間を通じ延べ約6日間

であった｡
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図3 システム配置 第3

期に矢印部分の建屋完成となり,

機器配置も最終の形となった｡

B

室

臼 システム移行作業

旧システムから新システムの移行に際し,以下に示す3点

について特に留意した｡

(1)利用者の所有するプログラム,データの移行

(2)センターの所有するライブラリプログラムの移行

(3)既設端末の移行

まず第1点に関しては,基本的には利用者自身に移行作業

をゆだj･ょることになる｡そこで,次の点に関して利用者の移

行作業を支援することを考えた｡

(1)利用の手引きの発行

新システム利用の手引き崩4)は,第2期開始の昭和54年10月

に発行したが,その前の第1期の新旧両システム併設時に次

の4分冊のシステム移行の手引きを発行した｡

(a)FORTRAN/データ移行の手引き

(b)リンケージエディタパラメータ

(c)S SL(Scientific Subroutine Library)からMSL

(MathematicalSubroutine Library:科学技術計算パッケ

ージ)の移行
(d)PSL(Plotting Subroutine Library)からGPSL

(Graphic Plotting Subroutine Library:図形処理パッケ

ージ)の移行

(2)FORTRANコンバータ及びデータコンバータの作成

多数の既存プログラムの自動変更のためのFORTRANコン

紫4)新システム利用の手引きは,運用鳳データセット編及びTSS編

の3分冊として発行した｡



ソースプログラムの整理と

概要チェックリストの作成 ] セ ン タ ー

修 正

修 正

HITAC M-180によるコンパイル

NO
結果の検討

OK

修 正 表 の 作 成

作成者によるテストラン

NO
結果の検討

OK

センターによるチェック

登 録

]
]

日 立 製 作 所

プログラム作成者

セ ン タ
ー

図4 ライブラリ移行手J】l頁 当センターで所有Lているプログラムのう

ち,日立製作所に書換え依頼Lたプログラムの処壬里手順を示す⊂･

･小樽商科大学

T-540/30

D-1

2,400bps

･室蘭工業大学

F-230/28

D-7

2月OObps

りと見工業大学

ACOS-300

D-7

乙400bps

300bps交換回線 1.200bps交換回線

交換回線端末登録数(学内12,草夕叫)(学内6,学外2)

回数種別 学 内 学 外 計

300bps 37 10 47

1,200bps 11 2 13

計 48 12 60

注:略語説明 CCP(CommunicationControIP｢ocessor)

2,400bps
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バーータを作成Lた｡また,■文字モードのデータコンバータも

作成した｡利用者の便宜を配慮し,コンパ【タの再入力や直

接FORTRANコンパイラの入ノJとなる形式もサボu-卜した｡ま

た∴_1リブリストもコンパイラの出力リストに準じて形式を決めた｡

(3)講習会の実施

第1期の間に,新システム及び格行に関する講習会を実施

した(,

(a)新IHシステムのFORTRAN文法の差異と移行

(b)デ､｢タセットの利川法

(C)T S Sの利用法

(4)プログラム相談

利川井がセンターーを利用する際,不明な∴■い二ついて矧問を

1之け付けるため,ノ馴寺1～2手1のプログラム和談主-‾iがプログ

ラム川談1iにつめているが,第1期は日立製作所かごJも相談

圭一呈の派i出かあった｡

(5)析システム〝‾)利J11

節1糊のイ舶呈蛸‖洞中は,柁行作業のため利川老に無料で新

システムを+尤供した｡

那2山のセンタ=巾イJ‾のプログラムについては,ニ大のよう

なヰ各行ノブ法を才采川Lた｡

(1)メーカー一による椎行

･工学部情報工学専攻

ECJIPS

2,400bps

･工学部精密工学科

TACC【1200M

1,200bps

2,400bps

2,400bps

2,400bps

2,400bps

2,400bps

2,400bps

乙400bps

1,200bps

2,400bps

D-1

300bps

PFU300

･大型計算機センター
端末機器開発室

1,200bps

HT-5219-31

･北星学園女子
短期大学

2,400bps

H-8844-12

･工学部
情報工学専攻

図5 回線端末接続図 端末移行完了後の回線端末接続図を示す｡今後,交換回線端末が増加すると思われる｡
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N-3200/70

A】DACS2000

AIDACS3000

M几70/25

M-70/25

AIDACS3000

PFU-400

NOVA-01

A】DACS3000

AIDACS3000

･工学部
電子工学科

･工学部
機械工学科

･エ学部
機械工学

第2学科

･エ学部
原子工学科

･工学部
応用物理学科

･工学部
電気工学科

･理学部
化学第2学科

･工学部
数物系共通

･農学部
農業経済学村

･医学部
生理

(昭和55年7月現在)
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表4 移行端末 移行作業の内容により,3項目に分類Lた｡

項番

l

不重 別 設置機関,部局 機 種

学内BSC手順端末

大型計算機センター

機械.機オ或第口,電気,

農業経済

応用物理,原子

PANAFACOMリー300

A】DACS系

MELCOM70/25

電子,情報
NEAC320〔)/78

ECLIPSES/200

2
ソフトウェア変更を

函館高等工業専門学校 PANAFACOMリー100

北見工業大学,化学第
NEACACOS300

PANAFACOMU400

NOVAOl

FACOM230-28

行なう端末 ⅠⅠ,精密,数学物至里

室蘭工業大学

3 機器を置き替える端末

情報(グラフィック端末)

小樽商科大学,北星学

H-8844

丁-54D/30

園女子短期大学 DECWRITERII

注:略語説明 BSC(Basic Synchronous Communication)

(2)作成者による柏行群5)

図4に上記(2)の場合の移行手順を示す｡(1)の場合は図4のプ

ログラム作成者の部分がないだけである｡移行前にセンター

で所有していたプログラムの本数は約140本で,移行の対象と

なったものはそのうち約90本である｡

センター利用の8割以上がFORTRAN で書かれたプログラ

ムであるが,その次にSPSS(StatisticalPackage for the

SocialSciences:SPSS統計パッケージ)の利用が旧システム

時代に多かった｡このため,SPSSについては最新版を日立

製作所を通じてSPSSinc.から導入した｡また,新システム

ではAPLなど言語の追加,多様化に作う各縄ソフトウェア

も追加になっている｡

最後に,既設端末の移行について説明する｡図5に棺行後

の専用回線,及び交換回線端末の接続状況を示す｡同図中の

端末はすべて利梢者側で設置L,センターは回線だけを提供

する｡システム変更がセンター側で行なわれるため,二れら

の既設端末はすべてセンターとメーカ】の責任で新システム

へ接続移行した｡移行作業は三つに分かれ,表4に一覧表と

して示す｡同表中の項番1のグループ0は,旧システムのOS

のもとでCPS(ConversationalProgramming System:端

末処理機能)サブモニタとBSC(Basic Synchronous C｡m-

munication)手順で接続されていた端末であり,新たにこの手

順に相当するBSCF手順を日立製作所で開発し,端末側の変

更なしで新システムに吸収した｡項番2のブル】プは,接続方

法は項番1のグループと同じであるが,端末側で中央側システ

ムのOSメッセージを参照をしていたため,一部端末側ソフト

ウェアの変更が必要となった端末である｡項番3のグループ

は,(1)接続されている手順がその端末1台に限定されている

こと,(2)ハードウェア,ソフトウェア両面にわたる老朽化に

伴う保守面での問題点があることから,使用する手順をなる

べく空理して少数にすべきであることと合わせて,端末その

ものを置き替えた端末である｡

移行作業は,第1期の旧システム併設期間中にほとんどの

端末で完了した｡ただし,BSC手順でサポートしていた機

※5)センタ【では,毎年利用者にライブラリ開発を依頼している｡
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(a)昭和53年12月

TSS

2,901件

リモートバッチ1,387件(5.8%)

(12.0%)

24,114件

バッチ

19,826件

(82.2%)

リモートパッチ831件‖.2%)

TSS

3=15件

(46.5%)

(b)昭和55年12月

66.970件

パッチ

35,024件

(52.3%)

図6 処理件数の構成比 TSS処理件数の伸びが著Lい｡

能の一部については,BSCF手順の第1版ではサボ】ト範

囲から除外され,その後の複数回の仕様拡張によリI11システ

ムBSC手順の機能と同等にした｡

B 結 言

以上,北海道大学大野指十算機センターでのシステム建設と

椎行作業の概要について述べた｡システム格行を開始して約

1年半を経過Lたが,当センターの利用形態は-一変した観が

ある｡処理件数の増大はもちろん,ローカルバッチ,リモー

トバッチ及びTS S処理の構成比の変化が著しい｡図6に昭

和53年と昭和55年の12月1箇月間の処理件数の構成比を示す｡

二のような変化は,2章で述べた本システムの一つの特徴,

すなわち｢ファイルを中心とした端末からの利用+が十分に

効果を発揮Lていると思われる｡多様な入出力機器も徐々に

利用されてきている｡

終わりに,計算機利用の高度化とともに,システムリソー

スは今後ますます増加し複雑化してゆくことは疑いない｡し

たがって,システムレベルアップの困難さを克服するための

緒行ツールの充実と,システム移行技術の確立がますます強

く要望されることになるであろう｡
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